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2021 年 3 月 12 日 

 大樹生命保険株式会社（代表取締役社長：吉村 俊哉、以下「当社」）は、2021 年５月６日から、 

引受基準緩和型のがん保険として「おまかせ・がんのほけん」を発売します。 

 本商品は、がんを経験された方や持病や既往症などの健康上の理由によりこれまでがん保険への  

ご加入をあきらめていたお客さまでも、ご契約時において４つの告知事項がすべて「いいえ」であれば

お申し込みいただける、一生涯保障のがん保険です。 

当社はこれからも、お客さまのニーズに即した商品・サービスの提供に努めるとともに、ＣＳＲ活動

の重要領域の１つとしている「いのちと健康」への取組みとして、がんの情報提供や啓発活動にもより

一層取り組んでまいります。 

“生きるため”の 
幅広い保障 

の発売について 

 がんを経験された方や持病や既往症がある方で、4 つの告知事項がすべて「いいえ」であれば、

お申し込みいただけます。

⇒健康上の理由でがん保険をあきらめていた方でもお申し込みいただける、一生涯のがん保険です！

 がんにかかったときの入院や三大治療(手術・放射線治療・薬物療法)などに備えられます。

⇒がんの標準的な治療法である三大治療もしっかりカバーできます！

 オピオイド鎮痛薬によるがんの疼痛
とうつう

緩和療養も保障されます。 

⇒がんの症状や治療に伴う痛みを和らげ、治療効果を高めることが期待される疼痛
とうつう

緩和ケアにも 

備えられます！

 所定の期間に給付金のお支払いが発生しなかった場合には、「がん無事故給付金」をお支払い

します。

⇒掛け捨ての保険に抵抗があるお客さまにもご安心いただけます！

 オプションとして先進医療を保障する「引受基準緩和型先進医療特約」を付加できます。

「おまかせ・がんのほけん」のポイント 

無配当保障セレクト保険 

～持病や既往症があっても入りやすい！一生涯保障のがん保険～
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Ⅰ．開発の背景 

近年、がん罹患者数は高齢化を主な背景として、男女ともに年々増加傾向にあります。一方で、がん

診断後の 5 年生存率は、早期発見や治療の進歩などにより年々向上しています。 

＜がん罹患者数の推移＞           ＜5 年相対生存率の推移＞ 

 
(出典) 国立がん研究センターがん情報サービス「がん登録・統計」（全国がん罹患モニタリング集計（MCIJ））、 

全国がん罹患モニタリング集計 2009-2011 年生存率報告（国立研究開発法人国立がん研究センターがん対策情報センター, 2020）、 

独立行政法人国立がん研究センターがん研究開発費「地域がん登録精度向上と活用に関する研究」平成 22 年度報告書 より当社にて作成 

がん治療の実態として、入院日数は短期化の傾向にある一方で通院治療は増加しています。 

＜がんの平均在院日数＞            ＜がんの入院・外来受療率＞ 

 
(出典) 厚生労働省「平成 29 年 患者調査」より当社にて作成 
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－契約お申込みにあたりお伺いする４つの告知事項－ 

1）入院・手術・放射線治療・先進医療による療養を医師から勧められていますか？ 

  （治療方法のひとつとして説明を受けている場合を含みます。） 

2）過去 2 年以内に、入院・手術・放射線治療・先進医療による療養を受けたことがありますか？ 

3）過去 5 年以内に、がん（肉腫、白血病、悪性リンパ腫を含みます。）・上皮内がん（子宮頚部等の中等度・

高度異形成を含みます。）で入院・手術・抗がん剤治療・放射線治療・先進医療による療養を受けたこと

がありますか？ 

4) 現在、がん・上皮内がん（疑いも含みます。）、肝硬変または慢性肝炎で医師の診察・検査・薬の処方を

受けていますか？ 

（一定期間後に診察・検査を勧められている場合を含みます。） 

※ご職業、当社への加入状況や過去の給付歴などによりご加入いただけないことがあります。 
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また、一般的に行われているがんの治療法には、がんの三大治療と呼ばれる、手術・放射線治療・   

薬物療法（抗がん剤治療等)の３つがあり、病状などに応じて組み合わせて行われることもあります。 

さらに、がんの治療には痛みを伴うことが多く、がん自体が直接の原因となる痛みや、がん治療に  

伴って生じる痛みなどのがん疼痛
とうつう

を和らげる方法として、疼痛
とうつう

緩和療養がありますが、この疼痛
とうつう

緩和  

療養は、がん治療の早期の段階でも実施されています。 

＜がんに罹患した人が受けている／           ＜WHO の緩和ケアへの考え方＞ 

受けた治療（複数回答）＞ 

  
(出典)東京都福祉保健局「がん患者の就労等に関する実態調査」報告書 

（平成 31 年 3 月）より当社にて作成 

 

これらを踏まえ、当社は、がんを経験された方や既往症などの健康上の理由により、これまでがん  

保険へのご加入をあきらめていたお客さまでも所定の要件を満たせばご加入できる、一生涯保障のがん

保険を開発しました。 

本商品により、近年のがん治療の実態に合わせて、標準的ながんの治療法である三大治療に備えられ

るほか、がんの症状や治療に伴う痛みを和らげることで治療効果を高めることが期待される疼痛
とうつう

緩和 

療養にも備えることができます。 
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Ⅱ．商品の仕組み図 

＜ご契約例＞ 

・引受基準緩和型がん三大治療特約 入院給付日額:10,000 円 

・引受基準緩和型先進医療特約 付加 

 

 

※給付例の詳細については「商品パンフレット」をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

契約日から1年間 2年目以降

①がん入院給付金
(1日につき)

5,000円

(1日につき)

10,000円

入院中の手術 10万円 20万円

入院中以外の手術 5万円 10万円

③がん放射線治療

　給付金
10万円 20万円

④抗がん剤治療

　給付金
10万円 20万円

⑤がん疼痛緩和

　オピオイド給付金
5万円 10万円

⑥がん無事故給付金 ー
(5年ごと)

10万円

⑦死亡返還金 5万円 10万円

+オプションで「引受基準緩和型先進医療特約」を付加できます！

⑧先進医療給付金 ケガや病気で先進医療による療養を受けたとき

被保険者が負担した先進医療の

技術に係る費用相当額

1回・通算ともに1,000万円まで

②がん手術給付金

死亡のとき

がんで公的医療保険制度の

対象となる所定の手術を

受けたとき

がんで一日以上入院されたとき

がんで公的医療保険制度の対象となる

所定の放射線治療を受けたとき

給付金額など
支払事由

がんで公的医療保険制度の対象となる

所定の抗がん剤による抗がん剤治療を

受けたとき

がんで公的医療保険制度の対象となる

所定のオピオイド鎮痛薬によるがんの

疼痛緩和療養を受けたとき

各対象期間(5年間)に、①～⑤のいずれのお支払いも

なかったとき

一

生

涯
同一月に1回

支払回数

無制限！

日帰り入院から保障！

支払日数無制限！

がん以外も保障！

とうつう

とうつう

同一月に1回

60日に1回

 

         この保険は、持病や既往症のある方でも、健康状態などが当社所定の範囲内であれば、医師の診査なしに   

       簡易な告知のみでご加入いただけるように設計された引受基準緩和型保険です。 

       そのため、医師の診査や詳細な告知を必要とする保険よりも保険料は割高に設定されています。 
 

健康状態によっては、医師の診査を受けていただくことや詳細に告知していただくこと等により、保険料が    

    割高に設定されていない保険にお申し込みいただけます。 

        ただし、お申し込みいただいた場合でも、診査結果等によりご加入いただけないこともあります。 
 

契約日からその日を含めて 1 年間を支払削減期間といい、支払削減期間中に支払事由が生じた場合、 

        お支払い金額は入院給付日額を 50％に削減した金額を基準に計算されます。 

         ※引受基準緩和型先進医療特約には、支払削減期間はありません。 

―注意事項― 

保険料に 

ついて 

他の保険 

への加入 

について 

支払削減 

期間に 

ついて 
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Ⅲ．主な取扱い 

・引受基準緩和型がん三大治療特約 

 

 

Ⅳ．保険料例（口座振替扱月払） 

■保険期間・保険料払込期間：終身 

①引受基準緩和型がん三大治療特約 入院給付日額:10,000 円 

②引受基準緩和型先進医療特約 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

 

付加できる保険種類 おまかせ・がんのほけん、おまかせセレクト

契約年齢範囲 20～85歳

保険期間 終身型

保険料払込期間
5年、10年

60歳、65歳、70歳、75歳、80歳、98歳、終身払

解約返戻金

終身払：なし

有期払(保険料払込中)：なし

有期払(保険料払込満了後)：入院給付日額の10倍

① ①＋② ① ①＋②

30歳 6,230円 6,412円 7,470円 7,652円

40歳 7,740円 7,922円 9,370円 9,552円

50歳 10,130円 10,312円 11,010円 11,192円

60歳 13,430円 13,612円 12,190円 12,372円

男性 女性
契約年齢

＜参考＞ 

１．「大樹セレクト ガンのほけん」について 

 医師の診査を受けていただくことや詳細に告知していただくことでお申し込みいただけるがん保険

として「大樹セレクト ガンのほけん」もございます。 

この商品は、「おまかせ・がんのほけん」と同様に、通院治療やがんの再発、最新のがん治療など 

に備えられます。 

２．「おまかせセレクト」について 

 持病や既往症のあるお客さまが、死亡保障や医療保障などを一生涯の保障で備えることができる 

「おまかせセレクト」についても、「引受基準緩和型がん三大治療特約」を選択（セレクト）すること

ができます。 

※商品内容の詳細については「商品パンフレット」をご参照ください。 

 
このニュースリリースは、保険募集を目的としたものではなく、商品の概要のみを説明したものです。 

ご検討にあたっては、「商品パンフレット」および「設計書（契約概要）」、「特に重要な事項のご説明 

（注意喚起情報）」を必ずご覧ください。また、ご契約の際は、「ご契約のしおり－約款」を必ずご覧ください。 

 


